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一
頁

○
厚
生
労
働
省
令
第

号

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六

年
法
律
第
八
十
三
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
第
三
十
七

条
の
二
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
、
第
三
十
七
条
の
三
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
三
十
七
条
の
四
の
規
定
に
基
づ

き
、
保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
行
為
及
び
同
項
第
四
号
に
規
定
す
る
特
定

行
為
研
修
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年

月

日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
行
為
及
び
同
項
第
四
号
に
規
定
す
る
特

定
行
為
研
修
に
関
す
る
省
令

（
趣
旨
）

第
一
条

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
七
条
の
二
第
二

項
第
一
号
に
規
定
す
る
特
定
行
為
（
以
下
「
特
定
行
為
」
と
い
う
。
）
及
び
同
項
第
四
号
に
規
定
す
る
特
定
行
為
研
修
（
以

ACVNP
タイプライターテキスト
別紙

ACVNP
長方形



二
頁

下
「
特
定
行
為
研
修
」
と
い
う
。
）
に
関
し
て
は
、
こ
の
省
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
特
定
行
為
）

第
二
条

法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
行
為
は
、
別
表
第
一
に
掲
げ
る
行
為
と
す
る
。

（
手
順
書
）

第
三
条

法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
手
順
書
（
次
項
第
三
号
、
第
五
条
第
一
号
及
び
別
表
第
四
に
お
い

て
「
手
順
書
」
と
い
う
。
）
は
、
医
師
又
は
歯
科
医
師
が
看
護
師
に
診
療
の
補
助
を
行
わ
せ
る
た
め
に
そ
の
指
示
と
し
て
作

成
す
る
も
の
と
す
る
。

２

法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
第
二
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
と
す
る
。

一

看
護
師
に
診
療
の
補
助
を
行
わ
せ
る
患
者
の
病
状
の
範
囲

二

診
療
の
補
助
の
内
容

三

当
該
手
順
書
に
係
る
特
定
行
為
の
対
象
と
な
る
患
者

四

特
定
行
為
を
行
う
と
き
に
確
認
す
べ
き
事
項

五

医
療
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
医
師
又
は
歯
科
医
師
と
の
連
絡
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
の
連
絡
体
制



三
頁

六

特
定
行
為
を
行
っ
た
後
の
医
師
又
は
歯
科
医
師
に
対
す
る
報
告
の
方
法

（
特
定
行
為
区
分
）

第
四
条

法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
特
定
行
為
区
分
（
以
下
「
特
定
行
為
区
分
」
と
い
う
。
）
は
、
別

表
第
二
の
と
お
り
と
す
る
。

（
特
定
行
為
研
修
の
基
準
）

第
五
条

法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

次
に
掲
げ
る
研
修
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

イ

共
通
科
目
（
看
護
師
が
手
順
書
に
よ
り
特
定
行
為
を
行
う
場
合
に
特
に
必
要
と
さ
れ
る
実
践
的
な
理
解
力
、
思
考
力

及
び
判
断
力
並
び
に
高
度
か
つ
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
で
あ
っ
て
、
全
て
の
特
定
行
為
区
分
に
共
通
す
る
も
の
の
向

上
を
図
る
た
め
の
研
修
を
い
う
。
次
号
、
第
十
六
条
第
一
項
及
び
別
表
第
三
に
お
い
て
同
じ
。
）

ロ

区
分
別
科
目
（
看
護
師
が
手
順
書
に
よ
り
特
定
行
為
を
行
う
場
合
に
特
に
必
要
と
さ
れ
る
実
践
的
な
理
解
力
、
思
考

力
及
び
判
断
力
並
び
に
高
度
か
つ
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
で
あ
っ
て
、
特
定
行
為
区
分
ご
と
に
異
な
る
も
の
の
向
上

を
図
る
た
め
の
研
修
を
い
う
。
第
三
号
、
第
十
六
条
第
一
項
及
び
別
表
第
四
に
お
い
て
同
じ
。
）



四
頁

二

共
通
科
目
の
内
容
は
、
別
表
第
三
に
定
め
る
も
の
以
上
で
あ
る
こ
と
。

三

区
分
別
科
目
は
、
別
表
第
四
の
上
欄
に
掲
げ
る
特
定
行
為
区
分
に
応
じ
て
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
時
間
数
以
上
で
あ
る

こ
と
。

（
指
定
の
申
請
）

第
六
条

法
第
三
十
七
条
の
二
第
二
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
研
修
機
関
の
指
定
（
以
下
「
指
定
」
と
い
う
。
）
を
受
け

よ
う
と
す
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

名
称
及
び
所
在
地

二

実
施
す
る
特
定
行
為
研
修
に
係
る
特
定
行
為
区
分
の
名
称

三

実
施
す
る
特
定
行
為
研
修
の
内
容

四

特
定
行
為
研
修
の
実
施
に
関
し
必
要
な
施
設
及
び
設
備
の
概
要

五

特
定
行
為
研
修
管
理
委
員
会
（
特
定
行
為
研
修
の
実
施
を
統
括
管
理
す
る
機
関
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
構
成
員
の

氏
名
、
所
属
す
る
団
体
の
名
称
及
び
当
該
団
体
に
お
け
る
役
職
名

六

特
定
行
為
研
修
の
責
任
者
（
特
定
行
為
研
修
の
内
容
の
企
画
立
案
及
び
特
定
行
為
研
修
の
実
施
の
管
理
を
行
う
専
任
の



五
頁

者
を
い
う
。
次
条
第
一
項
第
三
号
、
第
八
条
第
二
号
及
び
第
九
条
第
六
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
氏
名

七

特
定
行
為
研
修
の
指
導
者
の
氏
名
及
び
担
当
分
野

八

特
定
行
為
研
修
を
受
け
る
看
護
師
の
定
員

九

そ
の
他
特
定
行
為
研
修
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項

２

前
項
の
申
請
書
は
、
二
以
上
の
特
定
行
為
区
分
に
係
る
特
定
行
為
研
修
を
実
施
す
る
場
合
に
は
、
同
項
第
二
号
か
ら
第
四

号
ま
で
及
び
第
六
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
は
、
特
定
行
為
区
分
ご
と
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
の
基
準
）

第
七
条

法
第
三
十
七
条
の
三
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

特
定
行
為
研
修
の
内
容
が
適
切
で
あ
る
こ
と
。

二

特
定
行
為
研
修
の
実
施
に
関
し
必
要
な
施
設
及
び
設
備
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

三

特
定
行
為
研
修
の
責
任
者
を
適
切
に
配
置
し
て
い
る
こ
と
。

四

適
切
な
指
導
体
制
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
。

五

医
療
に
関
す
る
安
全
管
理
の
た
め
の
体
制
を
確
保
し
て
い
る
こ
と
。



六
頁

六

実
習
を
行
う
に
当
た
り
患
者
に
対
す
る
説
明
の
手
順
を
記
載
し
た
文
書
を
作
成
し
て
い
る
こ
と
。

七

特
定
行
為
研
修
管
理
委
員
会
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
第
一
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
申
請
者
が
、
法
第
三
十
七
条
の
三
第
三
項
の
規
定

に
よ
り
指
定
を
取
り
消
さ
れ
、
そ
の
取
消
し
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
年
を
経
過
し
て
い
な
い
と
き
は
、
指
定
を
し
て
は
な
ら

な
い
。

（
特
定
行
為
研
修
管
理
委
員
会
）

第
八
条

指
定
研
修
機
関
の
特
定
行
為
研
修
管
理
委
員
会
は
、
次
に
掲
げ
る
者
を
構
成
員
に
含
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

特
定
行
為
研
修
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
責
任
者
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
者

二

当
該
特
定
行
為
研
修
管
理
委
員
会
が
管
理
す
る
全
て
の
特
定
行
為
研
修
に
係
る
特
定
行
為
研
修
の
責
任
者

三

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
（
前
二
号
に
掲
げ
る
者
並
び
に
当
該
指
定
研
修
機
関
及

び
当
該
指
定
研
修
機
関
が
特
定
行
為
研
修
を
実
施
す
る
施
設
に
所
属
す
る
者
を
除
く
。
）

（
変
更
の
届
出
）

第
九
条

指
定
研
修
機
関
は
、
当
該
指
定
研
修
機
関
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
に
変
更
が
生
じ
た
と
き
（
第
二
号
に
掲
げ
る



七
頁

事
項
に
あ
っ
て
は
、
新
た
な
特
定
行
為
区
分
に
係
る
特
定
行
為
研
修
の
開
始
を
伴
う
と
き
を
除
く
。
）
は
、
そ
の
日
か
ら
起

算
し
て
一
月
以
内
に
、
そ
の
旨
を
厚
生
労
働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

名
称
又
は
所
在
地

二

当
該
指
定
研
修
機
関
が
実
施
す
る
特
定
行
為
研
修
に
係
る
特
定
行
為
区
分

三

実
施
す
る
特
定
行
為
研
修
の
内
容

四

特
定
行
為
研
修
の
た
め
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設

五

特
定
行
為
研
修
管
理
委
員
会
の
構
成
員

六

特
定
行
為
研
修
の
責
任
者

七

特
定
行
為
研
修
の
指
導
者
及
び
そ
の
担
当
分
野

八

特
定
行
為
研
修
を
受
け
る
看
護
師
の
定
員

（
変
更
の
承
認
）

第
十
条

指
定
研
修
機
関
は
、
当
該
指
定
研
修
機
関
が
実
施
す
る
特
定
行
為
研
修
に
係
る
特
定
行
為
区
分
を
変
更
し
よ
う
と
す

る
と
き
（
新
た
な
特
定
行
為
区
分
に
係
る
特
定
行
為
研
修
の
開
始
を
伴
う
と
き
に
限
る
。
）
は
、
厚
生
労
働
大
臣
に
申
請
し



八
頁

、
そ
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
）

第
十
一
条

指
定
研
修
機
関
は
、
毎
年
四
月
三
十
日
ま
で
に
、
当
該
指
定
研
修
機
関
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た

報
告
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

特
定
行
為
研
修
の
実
施
に
関
し
必
要
な
施
設
及
び
設
備
の
状
況

二

前
年
度
の
特
定
行
為
研
修
の
実
施
期
間
及
び
当
該
実
施
期
間
ご
と
の
特
定
行
為
研
修
を
受
け
た
看
護
師
の
数

三

前
年
度
の
特
定
行
為
研
修
を
修
了
し
た
看
護
師
の
数

四

前
年
度
の
特
定
行
為
研
修
管
理
委
員
会
の
開
催
回
数

五

当
該
年
度
の
特
定
行
為
研
修
の
実
施
期
間

２

前
項
の
報
告
書
は
、
二
以
上
の
特
定
行
為
区
分
に
係
る
特
定
行
為
研
修
を
実
施
し
た
場
合
に
は
、
前
項
第
一
号
か
ら
第
三

号
ま
で
及
び
第
五
号
に
掲
げ
る
事
項
は
、
特
定
行
為
区
分
ご
と
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
示
）

第
十
二
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
五
条
及
び
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
に
照
ら
し
て
、
特
定
行
為
研
修
の
内
容
、
指



九
頁

導
体
制
、
施
設
、
設
備
そ
の
他
の
特
定
行
為
研
修
の
実
施
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
適
当
で
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定

研
修
機
関
に
対
し
て
必
要
な
指
示
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
指
定
の
取
消
し
が
で
き
る
場
合
）

第
十
三
条

法
第
三
十
七
条
の
三
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一

第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
準
に
適
合
し
な
く
な
っ
た
場
合

二

二
年
以
上
特
定
行
為
研
修
を
受
け
た
看
護
師
が
な
い
場
合

三

第
八
条
か
ら
第
十
一
条
ま
で
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合

四

前
条
の
指
示
に
従
わ
な
い
場
合

五

次
条
の
規
定
に
よ
る
申
請
が
あ
っ
た
場
合

（
指
定
の
取
消
し
の
申
請
）

第
十
四
条

指
定
研
修
機
関
は
、
指
定
の
取
消
し
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
厚

生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

指
定
の
取
消
し
を
受
け
よ
う
と
す
る
理
由



一
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二

指
定
の
取
消
し
を
受
け
よ
う
と
す
る
期
日

三

現
に
特
定
行
為
研
修
を
受
け
て
い
る
看
護
師
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
看
護
師
に
対
す
る
措
置

四

特
定
行
為
研
修
を
受
け
る
予
定
の
看
護
師
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
看
護
師
に
対
す
る
措
置

（
特
定
行
為
研
修
の
修
了
）

第
十
五
条

特
定
行
為
研
修
管
理
委
員
会
は
、
特
定
行
為
研
修
の
修
了
に
際
し
、
特
定
行
為
研
修
に
関
す
る
当
該
看
護
師
の
評

価
を
行
い
、
指
定
研
修
機
関
に
対
し
、
当
該
看
護
師
の
評
価
を
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
研
修
機
関
は
、
前
項
の
評
価
に
基
づ
き
、
特
定
行
為
研
修
を
受
け
て
い
る
看
護
師
が
特
定
行
為
研
修
を
修
了
し
た
と

認
め
る
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
看
護
師
に
対
し
て
、
当
該
看
護
師
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
特
定
行
為

研
修
修
了
証
を
交
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
、
看
護
師
籍
の
登
録
番
号
及
び
生
年
月
日

二

修
了
し
た
特
定
行
為
研
修
に
係
る
特
定
行
為
区
分
の
名
称

三

特
定
行
為
研
修
を
修
了
し
た
年
月
日

四

特
定
行
為
研
修
を
実
施
し
た
指
定
研
修
機
関
の
名
称



一
一
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３

指
定
研
修
機
関
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
行
為
研
修
修
了
証
を
交
付
し
た
と
き
は
、
当
該
交
付
の
日
か
ら
起
算
し
て

一
月
以
内
に
、
特
定
行
為
研
修
を
修
了
し
た
看
護
師
に
関
す
る
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
報
告
書
を
厚
生
労
働

大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
記
録
の
保
存
）

第
十
六
条

指
定
研
修
機
関
は
、
帳
簿
を
備
え
、
特
定
行
為
研
修
を
受
け
た
看
護
師
に
関
す
る
次
の
事
項
を
記
載
し
、
指
定
の

取
消
し
を
受
け
る
ま
で
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

氏
名
、
看
護
師
籍
の
登
録
番
号
及
び
生
年
月
日

二

修
了
し
た
特
定
行
為
研
修
に
係
る
特
定
行
為
区
分
の
名
称

三

特
定
行
為
研
修
を
開
始
し
、
及
び
修
了
し
た
年
月
日

四

修
了
し
た
共
通
科
目
及
び
区
分
別
科
目
の
内
容

五

共
通
科
目
及
び
区
分
別
科
目
に
係
る
評
価

２

前
項
に
規
定
す
る
保
存
は
、
電
磁
的
方
法
（
電
子
的
方
法
、
磁
気
的
方
法
そ
の
他
の
人
の
知
覚
に
よ
っ
て
は
認
識
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
方
法
を
い
う
。
）
に
よ
る
記
録
に
係
る
記
録
媒
体
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。



一
二
頁

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
六
条
の
規
定
は
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

別
表
第
一
（
第
二
条
関
係
）

一

経
口
用
気
管
チ
ュ
ー
ブ
又
は
経
鼻
用
気
管
チ
ュ
ー
ブ
の
位
置
の
調
整

二

侵
襲
的
陽
圧
換
気
の
設
定
の
変
更

三

非
侵
襲
的
陽
圧
換
気
の
設
定
の
変
更

四

人
工
呼
吸
管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
者
に
対
す
る
鎮
静
薬
の
投
与
量
の
調
整

五

人
工
呼
吸
器
か
ら
の
離
脱

六

気
管
カ
ニ
ュ
ー
レ
の
交
換

七

一
時
的
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
の
操
作
及
び
管
理

八

一
時
的
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
リ
ー
ド
の
抜
去

九

経
皮
的
心
肺
補
助
装
置
の
操
作
及
び
管
理

十

大
動
脈
内
バ
ル
ー
ン
パ
ン
ピ
ン
グ
か
ら
の
離
脱
を
行
う
と
き
の
補
助
の
頻
度
の
調
整



一
三
頁

十
一

心
嚢
ド
レ
ー
ン
の
抜
去

の

う

十
二

低
圧
胸
腔
内
持
続
吸
引
器
の
吸
引
圧
の
設
定
及
び
そ
の
変
更

十
三

胸
腔
ド
レ
ー
ン
の
抜
去

十
四

腹
腔
ド
レ
ー
ン
の
抜
去
（
腹
腔
内
に
留
置
さ
れ
た
穿
刺
針
の
抜
針
を
含
む
。
）

せ

ん

十
五

胃
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
若
し
く
は
腸
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
又
は
胃
ろ
う
ボ
タ
ン
の
交
換

十
六

膀
胱
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
の
交
換

十
七

中
心
静
脈
カ
テ
ー
テ
ル
の
抜
去

十
八

末
梢
留
置
型
中
心
静
脈
注
射
用
カ
テ
ー
テ
ル
の
挿
入

十
九

褥
瘡
又
は
慢
性
創
傷
の
治
療
に
お
け
る
血
流
の
な
い
壊
死
組
織
の
除
去

じ
よ
く
そ
う

二
十

創
傷
に
対
す
る
陰
圧
閉
鎖
療
法

二
十
一

創
部
ド
レ
ー
ン
の
抜
去

二
十
二

直
接
動
脈
穿
刺
法
に
よ
る
採
血

せ

ん

二
十
三

橈
骨
動
脈
ラ
イ
ン
の
確
保

と

う



一
四
頁

二
十
四

急
性
血
液
浄
化
療
法
に
お
け
る
血
液
透
析
器
又
は
血
液
透
析
濾
過
器
の
操
作
及
び
管
理

ろ

二
十
五

持
続
点
滴
中
の
高
カ
ロ
リ
ー
輸
液
の
投
与
量
の
調
整

二
十
六

脱
水
症
状
に
対
す
る
輸
液
に
よ
る
補
正

二
十
七

感
染
徴
候
が
あ
る
者
に
対
す
る
薬
剤
の
臨
時
の
投
与

二
十
八

イ
ン
ス
リ
ン
の
投
与
量
の
調
整

二
十
九

硬
膜
外
カ
テ
ー
テ
ル
に
よ
る
鎮
痛
剤
の
投
与
及
び
投
与
量
の
調
整

三
十

持
続
点
滴
中
の
カ
テ
コ
ラ
ミ
ン
の
投
与
量
の
調
整

三
十
一

持
続
点
滴
中
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
、
カ
リ
ウ
ム
又
は
ク
ロ
ー
ル
の
投
与
量
の
調
整

三
十
二

持
続
点
滴
中
の
降
圧
剤
の
投
与
量
の
調
整

三
十
三

持
続
点
滴
中
の
糖
質
輸
液
又
は
電
解
質
輸
液
の
投
与
量
の
調
整

三
十
四

持
続
点
滴
中
の
利
尿
剤
の
投
与
量
の
調
整

三
十
五

抗
け
い
れ
ん
剤
の
臨
時
の
投
与

三
十
六

抗
精
神
病
薬
の
臨
時
の
投
与



一
五
頁

三
十
七

抗
不
安
薬
の
臨
時
の
投
与

三
十
八

抗
癌
剤
そ
の
他
の
薬
剤
が
血
管
外
に
漏
出
し
た
と
き
の
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
の
局
所
注
射
及
び
投
与
量
の
調
整

別
表
第
二
（
第
四
条
関
係
）

特

定

行

為

区

分

の

名

称

特

定

行

為

呼
吸
器
（
気
道
確
保
に
係
る
も
の
）
関
連

別
表
第
一
第
一
号
に
掲
げ
る
行
為

呼
吸
器
（
人
工
呼
吸
療
法
に
係
る
も
の
）
関
連

別
表
第
一
第
二
号
か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為

呼
吸
器
（
長
期
呼
吸
療
法
に
係
る
も
の
）
関
連

別
表
第
一
第
六
号
に
掲
げ
る
行
為

循
環
器
関
連

別
表
第
一
第
七
号
か
ら
第
十
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為

心
囊
ド
レ
ー
ン
管
理
関
連

別
表
第
一
第
十
一
号
に
掲
げ
る
行
為

の

う

胸
腔
ド
レ
ー
ン
管
理
関
連

別
表
第
一
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号
に
掲
げ
る
行
為

腹
腔
ド
レ
ー
ン
管
理
関
連

別
表
第
一
第
十
四
号
に
掲
げ
る
行
為

ろ
う
孔
管
理
関
連

別
表
第
一
第
十
五
号
及
び
第
十
六
号
に
掲
げ
る
行
為

栄
養
に
係
る
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
（
中
心
静
脈
カ
テ

別
表
第
一
第
十
七
号
に
掲
げ
る
行
為



一
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ー
テ
ル
管
理
）
関
連

栄
養
に
係
る
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
（
末
梢
留
置
型
中

別
表
第
一
第
十
八
号
に
掲
げ
る
行
為

心
静
脈
注
射
用
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
）
関
連

創
傷
管
理
関
連

別
表
第
一
第
十
九
号
及
び
第
二
十
号
に
掲
げ
る
行
為

創
部
ド
レ
ー
ン
管
理
関
連

別
表
第
一
第
二
十
一
号
に
掲
げ
る
行
為

動
脈
血
液
ガ
ス
分
析
関
連

別
表
第
一
第
二
十
二
号
及
び
第
二
十
三
号
に
掲
げ
る
行
為

透
析
管
理
関
連

別
表
第
一
第
二
十
四
号
に
掲
げ
る
行
為

栄
養
及
び
水
分
管
理
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連

別
表
第
一
第
二
十
五
号
及
び
第
二
十
六
号
に
掲
げ
る
行
為

感
染
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連

別
表
第
一
第
二
十
七
号
に
掲
げ
る
行
為

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連

別
表
第
一
第
二
十
八
号
に
掲
げ
る
行
為

術
後
疼
痛
管
理
関
連

別
表
第
一
第
二
十
九
号
に
掲
げ
る
行
為

と

う

循
環
動
態
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連

別
表
第
一
第
三
十
号
か
ら
第
三
十
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為

精
神
及
び
神
経
症
状
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連

別
表
第
一
第
三
十
五
号
か
ら
第
三
十
七
号
ま
で
に
掲
げ
る
行
為



一
七
頁

皮
膚
損
傷
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連

別
表
第
一
第
三
十
八
号
に
掲
げ
る
行
為

別
表
第
三
（
第
五
条
第
二
号
関
係
）

共

通

科

目

の

内

容

時

間

数

臨
床
病
態
生
理
学

四
十
五

臨
床
推
論

四
十
五

フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト

四
十
五

臨
床
薬
理
学

四
十
五

疾
病
・
臨
床
病
態
概
論

六
十

医
療
安
全
学

三
十

特
定
行
為
実
践

四
十
五

合

計

三
百
十
五

備
考

一

各
科
目
は
、
講
義
、
演
習
又
は
実
習
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

二

講
義
又
は
演
習
は
、
大
学
通
信
教
育
設
置
基
準
（
昭
和
五
十
六
年
文
部
省
令
第
三
十
三
号
）
第
三
条
第
一
項
及
び



一
八
頁

第
二
項
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

三

既
に
履
修
し
た
科
目
に
つ
い
て
は
、
当
該
科
目
の
履
修
の
状
況
に
応
じ
、
そ
の
時
間
数
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

各
科
目
の
履
修
の
成
果
は
、
筆
記
試
験
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
評
価
を
行
う
も
の
と
す
る
。

別
表
第
四
（
第
五
条
第
三
号
関
係
）

特

定

行

為

区

分

時

間

数

呼
吸
器
（
気
道
確
保
に
係
る
も
の
）
関
連

二
十
二

呼
吸
器
（
人
工
呼
吸
療
法
に
係
る
も
の
）
関
連

六
十
三

呼
吸
器
（
長
期
呼
吸
療
法
に
係
る
も
の
）
関
連

二
十
一

循
環
器
関
連

四
十
五

心
囊
ド
レ
ー
ン
管
理
関
連

二
十
一

の

う

胸
腔
ド
レ
ー
ン
管
理
関
連

三
十

腹
腔
ド
レ
ー
ン
管
理
関
連

二
十
一



一
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ろ
う
孔
管
理
関
連

四
十
八

栄
養
に
係
る
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
（
中
心
静
脈
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
）
関
連

十
八

栄
養
に
係
る
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
（
末
梢
留
置
型
中
心
静
脈
注
射
用
カ
テ
ー
テ

二
十
一

ル
管
理
）
関
連

創
傷
管
理
関
連

七
十
二

創
部
ド
レ
ー
ン
管
理
関
連

十
五

動
脈
血
液
ガ
ス
分
析
関
連

三
十

透
析
管
理
関
連

二
十
七

栄
養
及
び
水
分
管
理
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連

三
十
六

感
染
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連

六
十
三

血
糖
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連

三
十
六

術
後
疼
痛
管
理
関
連

二
十
一

と

う

循
環
動
態
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連

六
十



二
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精
神
及
び
神
経
症
状
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連

五
十
七

皮
膚
損
傷
に
係
る
薬
剤
投
与
関
連

三
十
九

備
考

一

区
分
別
科
目
は
、
講
義
、
演
習
又
は
実
習
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

二

講
義
又
は
演
習
は
、
大
学
通
信
教
育
設
置
基
準
第
三
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

三

既
に
履
修
し
た
科
目
に
つ
い
て
は
、
当
該
科
目
の
履
修
の
状
況
に
応
じ
、
そ
の
時
間
数
の
全
部
又
は
一
部
を
免
除

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四

指
定
研
修
機
関
は
、
当
該
特
定
行
為
研
修
に
係
る
特
定
行
為
を
手
順
書
に
よ
り
行
う
た
め
の
能
力
を
有
し
て
い
る

と
認
め
る
看
護
師
に
つ
い
て
、
そ
の
時
間
数
の
一
部
を
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五

区
分
別
科
目
の
履
修
の
成
果
は
、
筆
記
試
験
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
評
価
を
行
う
も
の
と
す
る
。
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特定行為に係る看護師の研修制度の関係法律等 

 

○ 特定行為に係る看護師の研修制度の関係法律等 

 

保健師助産師看護師法（昭和 23年法律第 203号）（抄） 

※ 平成 27年 10月 1日施行の改正内容を反映した条文 

第三十七条の二 特定行為を手順書により行う看護師は、指定研修機関において、当該特定行為の

特定行為区分に係る特定行為研修を受けなければならない。 

２ この条、次条及び第四十二条の四において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定め

るところによる。 

一 特定行為 診療の補助であつて、看護師が手順書により行う場合には、実践的な理解力、思

考力及び判断力並びに高度かつ専門的な知識及び技能が特に必要とされるものとして厚生労

働省令で定めるものをいう。 

二 手順書 医師又は歯科医師が看護師に診療の補助を行わせるためにその指示として厚生労

働省令で定めるところにより作成する文書又は電磁的記録（電子的方式、磁気的方式その他人

の知覚によつては認識することができない方式で作られる記録であつて、電子計算機による情

報処理の用に供されるものをいう。）であつて、看護師に診療の補助を行わせる患者の病状の

範囲及び診療の補助の内容その他の厚生労働省令で定める事項が定められているものをいう。 

三 特定行為区分 特定行為の区分であつて、厚生労働省令で定めるものをいう。 

四 特定行為研修 看護師が手順書により特定行為を行う場合に特に必要とされる実践的な理

解力、思考力及び判断力並びに高度かつ専門的な知識及び技能の向上を図るための研修であつ

て、特定行為区分ごとに厚生労働省令で定める基準に適合するものをいう。 

五 指定研修機関 一又は二以上の特定行為区分に係る特定行為研修を行う学校、病院その他の

者であつて、厚生労働大臣が指定するものをいう。 

３ 厚生労働大臣は、前項第一号及び第四号の厚生労働省令を定め、又はこれを変更しようとする

ときは、あらかじめ、医道審議会の意見を聴かなければならない。 

 

第三十七条の三 前条第二項第五号の規定による指定（以下この条及び次条において単に「指定」

という。）は、特定行為研修を行おうとする者の申請により行う。 

２ 厚生労働大臣は、前項の申請が、特定行為研修の業務を適正かつ確実に実施するために必要な

ものとして厚生労働省令で定める基準に適合していると認めるときでなければ、指定をしてはな

らない。 

３ 厚生労働大臣は、指定研修機関が前項の厚生労働省令で定める基準に適合しなくなつたと認め

るとき、その他の厚生労働省令で定める場合に該当するときは、指定を取り消すことができる。 

４ 厚生労働大臣は、指定又は前項の規定による指定の取消しをしようとするときは、あらかじめ、

医道審議会の意見を聴かなければならない。 
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第三十七条の四 前二条に規定するもののほか、指定に関して必要な事項は、厚生労働省令で定め

る。 

 

第四十二条の四 厚生労働大臣は、特定行為研修の業務の適正な実施を確保するため必要があると

認めるときは、指定研修機関に対し、その業務の状況に関し報告させ、又は当該職員に、指定研

修機関に立ち入り、帳簿書類その他の物件を検査させることができる。 

２ 前項の規定により立入検査をする職員は、その身分を示す証明書を携帯し、かつ、関係人にこ

れを提示しなければならない。 

３ 第一項の規定による権限は、犯罪捜査のために認められたものと解釈してはならない。 

 

 

地域における医療および介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する

法律（平成 26年法律第 83号）（抄） 

（保健師助産師看護師法の一部改正） 

第八条 保健師助産師看護師法（昭和二十三年法律第二百三号）の一部を次のように 改正する。 

（略） 

 

附 則 

 

（施行期日） 

第一条 この法律は公布の日又は平成二十六年四月一日のいずれか遅い日から施行する。ただし、

次の各号に掲げる規定は、当該各号に定める日から施行する。 

一 …（略）…附則第七条、第十三条ただし書、第十八条、第二十条第一項ただし書、第二十二

条、第二十五条、第二十九条、第三十一条、第六十一条、第六十二条、第六十四条、第六十七

条、第七十一条及び第七十二条の規定 公布の日 

二 （略） 

三 …（略）…附則第五条、第八条第二項及び第四項、第九条から第十二条まで、第十三条（た

だし書を除く。）、第十四条から第十七条まで、第二十八条、第三十条、第三十二条第一項、第

三十三条から第三十九条まで、第四十四条、第四十六条並びに第四十八条の規定、…（略）… 

平成二十七年四月一日 

四 （略） 

五 …（略）…第八条の規定並びに第二十一条の規定（第三号に掲げる改正規定を除く。）並び

に附則第六条、第二十七条及び第四十一条の規定 平成二十七年十月一日 

六・七 （略） 

 

（検討） 

第二条 政府は、この法律の公布後必要に応じ、地域における病床の機能の分化及び連携の推進の

状況等を勘案し、更なる病床の機能の分化及び連携の推進の方策について検討を加え、必要があ
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ると認めるときは、その結果に基づいて所要の措置を講ずるものとする。 

２・３ （略） 

４ 政府は、前三項に定める事項のほか、この法律の公布後五年を目途として、この法律による改

正後のそれぞれの法律（以下この項において「改正後の各法律」という。）の施行の状況等を勘

案し、改正後の各法律の規定について検討を加え、必要があると認めるときは、その結果に基づ

いて所要の措置を講ずるものとする。 

 

（保健師助産師看護師法の一部改正に伴う経過措置） 

第二十七条 附則第一条第五号に掲げる規定の施行の際現に看護師免許を受けている者及び同号

に掲げる規定の施行前に看護師免許の申請を行った者であって同号に掲げる規定の施行後に看

護師免許を受けたものについては、第八条の規定による改正後の保健師助産師看護師法（次条及

び附則第二十九条において「新保助看法」という。）第三十七条の二第一項の規定は、同号に掲

げる規定の施行後五年間は、適用しない。 

 

第二十八条 新保助看法第三十七条の三第一項の規定による指定を受けようとする者は、第五号施

行日前においても、その申請を行うことができる。 

 

第二十九条 政府は、医師又は歯科医師の指示の下に、新保助看法第三十七条の二第二項第二号に

規定する手順書によらないで行われる同項第一号に規定する特定行為が看護師により適切に行

われるよう、医師、歯科医師、看護師その他の関係者に対して同項第四号に規定する特定行為研

修の制度の趣旨が当該行為を妨げるものではないことの内容の周知その他の必要な措置を講ず

るものとする。 

 

 

地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する法

律案に対する附帯決議（平成 26年 6月 17日参議院厚生労働委員会）（抄） 

政府は、公助、共助、自助が最も適切に組み合わされるよう留意しつつ、社会保障制度改革を行

うとともに、本法の施行に当たり、次の事項について適切な措置を講ずるべきである。 

一～三 （略） 

四、保健師助産師看護師法の一部改正について 

１ 指定研修機関の基準や研修内容の策定に当たっては、医療安全上必要な医療水準を確保する

ため、試行事業等の結果を踏まえ、医師、歯科医師、看護師等関係者の意見を十分に尊重し、

適切な検討を行うとともに、制度実施後は、特定行為の内容も含め、随時必要な見直しを実施

すること。 

２ 特定行為の実施に係る研修制度については、その十分な周知に努めること。また、医師又は

歯科医師の指示の下に診療の補助として医行為を行える新たな職種の創設等については、関係

職種の理解を得つつ検討を行うよう努めること。 

五・六 （略） 
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○ 看護師の研修に係る関係法律 

 

保健師助産師看護師法（昭和 23年法律第 203号）（抄） 

第二十八条の二 保健師、助産師、看護師及び准看護師は、免許を受けた後も、臨床研修その他の

研修（保健師等再教育研修及び准看護師再教育研修を除く。）を受け、その資質の向上を図るよ

うに努めなければならない。 

 

 

看護師等の人材確保の促進に関する法律（平成 4年法律第 86号）（抄） 

（国及び地方公共団体の責務） 

第四条  国は、看護師等の養成、研修等による資質の向上及び就業の促進並びに病院等に勤務す

る看護師等の処遇の改善その他看護師等の確保の促進のために必要な財政上及び金融上の措置

その他の措置を講ずるよう努めなければならない。 

２～４（略） 

 

（病院等の開設者等の責務） 

第五条 病院等の開設者等は、病院等に勤務する看護師等が適切な処遇の下で、その専門知識と技

能を向上させ、かつ、これを看護業務に十分に発揮できるよう、病院等に勤務する看護師等の処

遇の改善、新たに業務に従事する看護師等に対する臨床研修その他の研修の実施、看護師等が自

ら研修を受ける機会を確保できるようにするために必要な配慮その他の措置を講ずるよう努め

なければならない。 

２（略） 

 

（看護師等の責務） 

第六条 看護師等は、保健医療の重要な担い手としての自覚の下に、高度化し、かつ、多様化する

国民の保健医療サービスへの需要に対応し、研修を受ける等自ら進んでその能力の開発及び向上

を図るとともに、自信と誇りを持ってこれを看護業務に発揮するよう努めなければならない。 
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第６回看護師特定行為・研修部会における委員の 

主なご意見 
 

１ 「経口・経鼻挿管の実施」及び「経口・経鼻気管挿管チューブの抜管」について 

○ これまでの部会の議論とヒアリングから、経口・経鼻気管挿管の実施及び経口・経鼻気管挿

管チューブの抜管については、本制度が開始される時点においては特定行為に含めないことと

し、今後の特定行為の見直しの際に改めて特定行為に含めるか否かの検討を行うということに

ついては、皆の合意を得られるものであり、賛成。 

○ 学会の意見は重要視すべき。今回の特定行為に含めず、今後の見直しに入れることは正しい。

また、次の見直しのときには、しっかりとした議論をする必要がある。 

○ １学会の意見だけを取り上げ、２行為を除外することに、反対。学会からの意見聴取では、

呼吸器外科学会、救急医学会より状況を限定することで特定行為に含めることは可能であると

の意見であったため、懸念を示した麻酔科学会の専門領域を除き、特定行為に含めるべき。 

○ 当制度が開始される時点においては、当該２行為は特定行為に含めないこととし、今後の見

直しの際に比較的速やかに、一定の条件を限定した場合の挿管・抜管について現実的な課題と

して厚生労働省で検討していただきたいということが、委員の大部分の意見であった。 

○ 気管内挿管・抜管の問題については、比較的早期に議論をすることは十分あり得る。制度設

計ができ、制度がスタートしたころには次のプランを考えるといった速度で厚生労働省に考え

て欲しい。その際、様々な制度の修正・改善に加え、ある条件下での気管内挿管・抜管は議題

になる。 

○ 今後の特定行為の見直しの際には、麻酔科学会にもご協力いただきたい。 

○ 今後の議論に、試行事業に関わった看護師を含めてほしい。 

 

２ 特定行為及び特定行為研修の基準等に関する意見 

【基本理念について】 

○ 基本理念に記載されている内容は、地域包括ケアの多職種からの看護師への期待も考慮して、

表現を見直す必要があるのではないか。 

 

【研修の時間数について】 

○ 現場の看護師が研修受講できるよう、もう少し時間数の短縮できないか。臨床病態生理学と

疾病・臨床病態概論、臨床推論をスリム化できないのか。 

○ 時間数を減らすべきだという意見とは反対に、フィジカルアセスメントが４５時間では少な

いと考えている。これは実習を含めたものであり、１５時間を増やし６０時間にして、この教

育は充実すべきである。他の時間数については、安全で質の高いケアをするためには、守るべ

き時間である。 

○ 前回と比べ、精錬したものである。演習や実習は統合的に工夫して実施できるとも思い、も

う少しスリムになればという部分もあるが、妥当なところである。 
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○ 効率的に実施することを考慮した結果３１５時間となる。これで実施し、問題等あれば、今

後検討して組み替えることを考えてもらいたい。 

○ 区分「呼吸器関連（気道確保に係る行為）」については、気管挿管、抜管を省くと、合計 22

時間となるが、経口・経鼻気管挿管チューブの位置調節は、シミュレーションの実習や実技試

験は同様に必要と考える。 

 

【評価について】 

○ 修了の評価は研修機関が評価するため、評価が各研修機関で正しいものとなるよう、同じ尺

度の評価について何らかの規定が必要ではないか。 

○ 評価は、医療安全を考えると、指導医、指導監督なしで実施できるレベルというのは外せな

い。1 人でやらせられるというところまでの判断が必要である。 

○ 留意事項において、研修修了後、現場に出る段階で改めてもう一度チェックするということ

を強調しているとおり、研修における判定と合わせて現場でのチェックにより、徐々に OK を出

していくことになる。 

 

【履修の免除について】 

○ 既修の学習内容として、専門看護師・認定看護師の教育を受けた者は履修免除されるのか。 

○ 既修の学習内容については、教育の内容を評価した上で履修の免除を認めていく。 

○ 既に特定行為の実施に係る知識及び技能を有している看護師の区分別科目の履修免除につい

ては、時限付きでないのであれば、将来的な見直しが必要ではないか。 

 

【指定研修機関の基準について】 

○ 指導者研修という制度をつくるとするならば、医師臨床研修と同様に、実習指導施設の外形

標準として指導者研修の受講者がいることを、基準に入れるべきではないか。 

○ 指導者研修受講者がいる指定研修機関が望ましいとするではどうか。指導者について、適当

な者、適当な職種、人数を確保と記載されている「適当」とは、指定研修機関の判断に任せる

ということで良いのではないか。 

○ 施設基準に合致するものを厚生労働省が認めていくが、基準にある程度の幅があるため今後

の推移をみて評価しながらレベルアップを図っていくということではないか。 

〇 研修管理委員会は、本件に関する研修管理委員会を設置と記載するほうが誤解を生じない。 

 

【その他】 

○ 医療現場において看護師の特定行為の研修の意義、今後の機能についての認識は十分でない。

研修に携わる研修機関、実習を担当する病院等が、この制度を担い育成しなければならないた

め、認識が幅広く共有されることが必要。 

○ この制度の議論のスタートには、チーム医療に関する議論があった経緯があったことを踏ま

え、厚生労働省には他の職種のタスク・シフティングについての議論も進めて欲しい。 


